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平成��年度における����の動き

Ⅰ　まえがき

　当財団は、創立以来、情報科学技術の高度
化、大規模高速計算機の利用技術の開発、原
子力分野のコード、データベース等の調査収
集・整備提供、及び各種の調査・研究を総合
的に推進してきた。近年においては、先端的
スーパーコンピュータの進展に即応する科学
技術研究用ソフトウェア等の高度化開発を通
じて、計算科学技術インフラの強化充実に貢
献している。
　平成２４年度においては、当財団は、４月１
日に新公益法人制度に基づく一般財団法人に
移行した。同時に、新たに特定先端大型研究
施設の共用の促進に関する法律（以下「共用
法」という。）に基づく登録施設利用促進機
関として、特定高速電子計算機施設（以下
「京」という。）の利用促進業務（事業予定期
間：平成２４年度から平成２８年度まで）を開始
した。並行して文部科学省委託事業「革新的
ハイパフォーマンス・コンピューティング・
インフラ（����）の構築（����の運営）」
における����の利用促進業務（事業予定期
間：平成２４年度から平成２８年度まで）を受託・
実施した。
　情報科学技術の高度化では、独立行政法人
日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」
という。）が進める原子力研究開発に供する各
種原子力コードの高度化開発を実施するとと
もに、文部科学省が進める「気候変動リスク
情報創生プログラム」に参画し、大規模シ
ミュレーション用ソフトウェア開発を実施し
た。
　大規模計算機の利用技術の開発では、原子
力機構の大型計算機運用の技術支援を引続き
実施した。

　原子力分野の解析コード、データベース等
に関する情報の調査収集・整備提供では、一
般財団法人化に伴う公益目的支出計画におけ
る実施事業として、原子力コードの調査収集
と産業界を含む国内ユーザへの提供を実施す
るとともに、インターネットを利用した原子
力関連情報提供サイトを整備・運用した。
　財団運営においては、一般財団法人として
の新定款に基づく法人運営の確立を図ってき
た。また、「京」の利用促進業務及び����の
利用促進業務については、国及び施設設置者
である独立行政法人理化学研究所計算科学研
究機構（以下「理化学研究所」という。）並
びに����システム構成機関との緊密な連携
協力を推進し、業務の始動と運営体制の確立
に努めた。当財団の業務に係る情報資産の保
存・管理体制については、情報セキュリティ
マネジメントシステム（��������		
��		��
��������	
���	���）の考え方に基づき、そ
の維持、改善を継続的に進めた。
　平成２４年度に実施した個別事業は、以下の
とおりである。

Ⅱ　事業内容

１．「京」の利用促進業務

（１）利用者選定業務
　選定委員会及びその下に利用研究課題審
査委員会（以下、「課題審査委員会」とい
う。）を設置し、以下の活動を実施した。
①　第１回選定委員会及び第１回課題審査
委員会において、利用者選定に係る基本
的な考え方、利用研究課題の募集要領及
び審査基準をそれぞれ審議し、平成２４年
秋の共用開始から平成２５年度末までの１
年半を１期として、一般利用枠での利用
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研究課題の一般公募を行った。応募課題
については、課題審査委員会の下に設置
した産業利用��委員やレビュアーによ
るピア・レビューの結果を、第２回課題
審査委員会及び第２回選定委員会におい
て審査し、２２７件の応募課題の中から６２
課題を選定し（随時応募・採択するトラ
イアル・ユースの課題を含む）、９月上旬
に選定結果を公表した。
②　国から提案された平成２４年度戦略プロ
グラム利用枠課題３５件、平成２５年度戦略
プログラム利用枠課題２９件について、提
案までのプロセスについての審査・選定
を課題審査委員会（メール審議を含む）
及び選定委員会において行った。さら
に、平成２４年度戦略プログラム利用枠課
題の内、１３課題に１７，３１６，８３４ノード時間
を配分する提案についてのプロセス審
査・選定を行った。
③　平成２４年度成果創出・加速枠について、
選定委員会で審議採択された同枠に係る
選定手続に則して課題審査委員会（メー
ル審議）において応募課題を審査し、７
件の応募課題の中から４課題を選定し、
計５００万ノード時間の資源を配分した。
④　第３回選定委員会において、利用者選
定に係わる基本的な考え方等の改正、多
くの利用者から要望が出ている利用研究
課題追加募集に係る要領を審議するとと
もに、中間報告会の計画案等について意
見交換を行った。
⑤　選定委員会からの提言に基づき、一般
利用枠選定課題の進捗状況を把握するた
めに第１回中間報告会を開催し、２日間
で延べ３３２名の参加者を得た。

（２）利用支援業務
１）情報支援
①　「理化学研究所」及び一般社団法人
����コンソーシアムと連携して、イ

ンターネットを用いて����ポータル
と称する���　サイトを新たに立ち
上げ、利用者に対して「京」の運用、
利用、課題公募等に関する情報を提供
した。また利用者のメーリングリスト
を作成し、適宜運用・利用等に関する
情報を提供した。

②　全課題代表者から利用支援や施設運
用に関する要望・意見を収集し、利用
支援業務の改善に反映するとともに、
施設運用に関する要望・意見を「理化
学研究所」へ提供した。また「理化学
研究所」と連携して「京」利用者との
意見交換会を開催し、運用・利用等に
関する意見交換を通じて、施設の適切
な運用に寄与した。

③　「京」における成果や「京」とその
利用についての情報発信のために、広
報誌「京算百景」を発行し、「京」に
関心を持つ研究者、技術者及び「京」
の利用を希望する研究者、技術者に配
布、公開等を行った。

２）技術支援
①　技術支援の実施にあたっては、特定
先端大型研究施設の共用の促進に関す
る法律施行規則第八条に基づき、適切
に技術支援体制を構築した。
②　利用支援のための一元的窓口として
ヘルプデスクを設け、利用者にワンス
トップ・サービスを提供する体制を構
築するとともに、利用者の意見を運営
に適宜反映し、円滑な支援を実施し
た。

③　「京」の利用を促進するため、「京」
の共用開始後、４２課題に対するプログ
ラム移植等の調整支援及び１４課題に対
するプログラム性能の分析評価、高速
化等の高度化支援を実施した。

④　共用法第１２条に基づき、「京」の利用
促進の方策検討及び利用者支援業務を
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行う者の資質向上のために、「京」にお
ける超並列大規模シミュレーションの
ための４倍精度数値計算手法に係る調
査研究、及び「京」における気象コー
ドの最適化手法に係る調査研究を行っ
た。

３）その他の支援
①　講習会等の利用支援業務
　「京」の利用技術の習得等を目的とし
た講習会を「理化学研究所」と連携し
て企画し４回開催した。また、利用者
のすそ野を広げる一般向け���セミ
ナーを２回、戦略プログラム実施機関
との共催による将来の「京」利用者の
スキルアップを図る研修会を３回実施
した。講習会等への参加者は延べ４３６
名で、その内企業参加者は約１�３に
上り、産業利用の推進に貢献した。
②　展示会等
　「京」及び����の利用促進に向け、
国際フロンティア産業メッセ（平成２４
年９月、神戸）、スーパーコンピュー
ティング会議��１２（平成２４年１１月、米
国 ユ タ 州 ソ ル ト レ イ ク 市）、
�������	（平成２５年１月、東京）、
��������	
��（平成２５年１月、東京）
に出展し、利用者向けに情報提供、情
報発信を行った。
　また、一般社団法人����コンソー
シアムの理事会、各種委員会や作業部
会等において、利用者選定結果や利用
状況等を適宜報告した。

２．情報科学技術の高度化に関する研究開

発・調査

（１）原子力研究開発コードの高度化に関する
研究・調査
①　原子力機構のスーパーコンピュータで
利用される原子力研究開発コードの開
発・改良・移植、プリ・ポスト処理プロ

グラムの開発・改良、計算結果の可視化
プログラムの開発・改良を実施した。ま
た、原子力機構の研究者等が開発・整備
した各種の原子力研究開発コードのチュ
ーニング及び並列化による高速化を行っ
た。

②　原子力機構と協力して開発を進めてい
る粒子・重イオン輸送コードシステム
�����を使用して、福島第一原子力発電
所事故の復旧技術支援のための中性子・
光子解析作業、������中性子ビームラ
インの遮へい設計、粒子線がん治療施設
の遮へい設計を実施するとともに、
�����の汎用化を図るため、国際宇宙ス
テーション内の宇宙放射線評価、粒子線
治療線量評価システム等の他分野への応
用に向けた�����の高度化を推進した。
③　原子力施設の耐震性高度化のための原
子炉、冷却・配管系、建屋等の施設全体
に関する大規模並列有限要素モデルの構
築・整備・検証作業、耐震性評価のため
の大規模解析・可視化データ生成作業及
び施設内冷却材の地震時挙動の施設への
影響解析のための粒子モデル・コードの
高度化作業等を実施した。核燃料の物性
予測や原子力材料の特性・機能の高度化
に資する実空間密度汎関数法の機能拡張
作業及び多数の試行計算作業の効率化を
図る入力データの準備・実行・出力整理
等を自動化するツール群を整備した。

④　トカマク型核融合装置の逃走電子解析
プログラム、超高温プラズマ輸送シミュ
レーションプログラム等の核融合プラズ
マ特性解析の大規模プログラムの高度
化・高速化及び解析ツールプログラムの
作成・改良を行った。

（２）大規模シミュレーション技術の開発・研
究

　先端科学及び新産業技術における大規模
シミュレーションの応用を目指す次世代型
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アプリケーションソフトウエア技術に関す
る研究及び次世代スーパーコンピュータ
（エクサスケールスパコン）のアプリケー
ションに関する調査研究を以下のとおり
行った。
①　平成２４年度から開始された文部科学省
の「気候変動リスク情報創生プログラム」
に参画し、地球規模気候変動に関する予
測・影響解析の一部として、日本標準版
カップラ開発及びカップラを介した大規
模データ利用に関するソフトウェア研究
等を実施した。
②　���・�����の研究領域「ポストペタ
スケール高性能計算に資するシステムソ
フトウェア技術の創出」において、自動
チューニング機構を有するアプリケー
ション開発・実行環境研究に参画し、複
数のアプリケーションを結合しつつ大規
模データ転送・変換を実施する弱連成
カ ッ プ リ ン グ ツ ー ル（�������
�������）の開発、実装及び検証支援
を実施した。
③　環境やエネルギー利用等の社会的事象
に係るシミュレーション研究として、近
未来の車社会の在り方を含めた新エネル
ギーシステムと期待される「スマートグ
リッド」について企業と共同研究を進め、
その大規模シミュレーションモデル構
築、モデル実験シミュレーション等を実
施した。
④　次世代スーパーコンピュータ等を新産
業技術開発へ応用する方策について調査
研究するため、一般財団法人新技術振興
渡辺記念会の助成を受けて「賢いシミュ
レーションによる震災復興に向けた新機
能性材料の実用化加速に関する調査研
究」及び「テラヘルツ波を応用したナノ
マシンの通信制御のプロトコル戦略に関
する調査研究」を実施した。　
⑤　地球シミュレータの共同利用枠組みを

活用した大学及び産業界等との研究会活
動を通じて、ナノ炭素類における伝導
性・吸着性等の応用シミュレーション、
理論モデル拡張、高温超伝導物質のテラ
ヘルツ波応用シミュレーション研究を実
施した。

３．大規模高速計算機の利用に関する技術開

発

（１）大型計算機システム及びネットワークシ
ステムの運用支援
　原子力機構の大型計算機システムの運
用を技術支援するとともに、機構内情報
システムの管理運用等を技術支援した。

（２）����の利用促進
①　平成２４年度から開始された文部科学省
委託事業「革新的ハイパフォーマンス・
コンピューティング・インフラ（����）
の構築（����の運営）」の共同事業参画
機関として、９大学の情報基盤センター
等から成る����システム構成機関から
提供される計算資源の利用促進業務を、
「京」の利用促進業務と併せて実施した。
②　����ユーザの一元的窓口業務とし
て、ユーザ管理支援システム等を活用
し、利用課題の募集や申請受理、ユーザ
管理、ヘルプデスク、����計算資源の
情報提供を実施するとともに、「京」の利
用課題選定の仕組みを活用し、「京」を除
く����計算資源を利用する研究課題と
して、６７件の応募課題の中から５７課題を
選定した。

③　����運営事業の一環として�����
公募型共同研究課題について、５１件の応
募課題の中から３１課題を選定した
（�����：学際大規模情報基盤共同利
用・共同研究拠点事業）。

④　����の広報については、計９回の募
集説明会を開催し、����ポータルサイ
トでの活動紹介、パンフレット及び広報
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誌による宣伝活動を実施した。
⑤　����計算資源の利用に伴う利用負担
金の支払いについては、����システム
構成機関からの請求に基づき、適宜支払
い事務を実施した。
⑥　産業界のユーザ向けの利用環境とし
て、当財団の東京事務所内に「京」及び
����システムへのアクセスポイントを
設置・運用し、産業界ユーザの利便性を
高めるとともに、来訪者に対面による利
用支援を実施した。

（３）その他の超高速計算機システム
　日欧協力で整備された国際核融合エネル
ギー研究センター事業（幅広いアプローチ
活動の一事業）において、平成２４年１月か
ら利用開始したスーパーコンピュータのユ
ーザ支援並びにネットワーク等の関連イン
フラ整備に係る技術支援を行った。

４．原子力分野の解析コード、データベース

等に関する情報の調査収集・整備提供

（公益目的支出計画・実施事業）

（１）原子力分野の解析コードの調査収集・提
供
　わが国の原子力コードセンターとして、
原子力機構等の国内機関及び��������
データバンクから収集した２２件の原子力コ
ードを新規登録した。産業界を含む国内加
盟機関への原子力コードの提供は２８９件で
あった。米国オークリッジ国立研究所・放
射 線 安 全 情 報 計 算 セ ン タ ー
（��������		）との契約の下で、新規に
１３件の原子力コードを収集・整備するとと
もに、「�����ユーザ会」加盟機関に２３９件
の原子力コードを配付した。なお、当財団
が運営している「�����ユーザ会」の加盟
機関は、平成２４年度末で５５機関である。

（２）原子力分野のデータベース等の整備・提
供
　インターネットを利用して原子力関連情

報を社会に提供する「原子力百科事典
�������」のコンテンツの制作と運営を
行った。コンテンツの制作においては既存
のデータ３２件の更新、新規データ５件の追
加を行うとともに、用語辞書に登録されて
いる用語のうち１７２件の更新及び３件の追
加を行った。なお、平成２４年度における
�������サイトへのアクセス数は約１２万
件であった。

５．事業の成果の普及等（公益目的支出計

画・実施事業）

（１）����ニュースの発行
　計算科学技術研究の成果の普及を目的と
して、最新の研究開発成果の紹介、関連研
究の解説、事業動向の報告、トピックス等
を内容とする「����ニュース」を平成２４年
９月及び平成２５年１月に刊行し、関連機関
に配付するとともに、当財団の公開ホーム
ページに掲載し、成果の普及を図った。

（２）ワークショップ、セミナー等の開催
　原子力コード利用の促進に資するため、
�����ユーザ会加盟機関向けに「核燃料施
設及び核燃料容器の設計評価のための標準
的解析手法�����６」の利用法に関する講
習会（平成２４年１１月、東海）を開催した。ま
た、����主催のスーパーコンピューティ
ング会議��　１２（平成２４年１１月、米国ユタ
州ソルトレイク市）において研究成果を展
示した。さらに、「先端計算機施設におけ
る次世代気候モデルに関する専門家ワーク
ショップ」（平成２５年３月、米国ローレン
ス・バークレー国立研究所）において東京
大学、海洋研究開発機構、電力中央研究所
等と共催して、日米の気候専門家によるエ
クサスケールスパコンなどに向けた次世代
気候モデルの動向を討議した。

（３）学術協力
　当財団における研究開発の成果を国内外
の学術論文誌、学会及び研究展示会等で発
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表した。平成２４年度における当該発表を
Ⅲ．２に示す。また、情報科学技術関連の
研究に従事している若手大学院生１名に対
し国際学会への参加を援助した。その他、
日本原子力学会の「２０１２年秋の大会」展示
会に参加して原子力コードセンターに関す
る普及活動を行うとともに、応用数理学会
等を通じて国内学界活動に協力をした。

Ⅲ　その他

１．神戸センターの開設

　平成２４年４月１日、「京」に係る登録施設利
用促進機関の業務開始と同時に、同業務を行
う事業所として兵庫県神戸市に「神戸センタ
ー」を開設した。また、平成２４年５月１日付
けで、同センターを従たる事務所として登記
した。

２．研究成果の発表

　平成２４年度の主な研究成果発表リストを以
下に示す。
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（１６）塩原紀行、平山俊雄；「スパコン「京」
の活用に向けた取り組み」勁草書房　都
市政策　季刊　２０１２年７月（第１４８号）

（１７）長尾大道、富澤一郎、家森俊彦、金尾政
紀、徳永旭将、樋口知之；「菅平微気圧
変動とその初期解析」　月刊地球�����
��、������、５８０－５８４．（２０１２）

（１８）手島正吾；「（特集）再考　セシウムと
放射性物質─体内・環境中での挙動と除
去技術… ���のセシウム吸着の可能
性」　化学同人　月刊化学　２０１２年１１月
号

（１９）平山俊雄；「「京」を中核とする革新的
高性能計算環境（����）の現状」　
�������	���
���　（２０１２年９月）４
－１１

（２０）�塩原紀行、井上孝洋；「「京」を中核と
する����システムの産業利用促進へ
の取り組み」　�������	���
���　
（２０１３年１月）３－１３

（２１）�徳永旭将、稲津大祐、伊藤喜宏、日野亮
太、中村和幸；「独立成分分析を用いた
海底圧力観測記録からの鉛直地殻変動
の抽出」　地球惑星連合２０１２年大会
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（２０１２年５月、千葉県幕張メッセ国際会
議場）

（２２）�長尾大道、富澤一郎、家森俊彦、金尾政
紀、徳永旭将、樋口知之；「地殻活動起
源の大気変動をモニタリングするため
の微気圧連続観測」　地球惑星連合２０１２
年大会（２０１２年５月、千葉県幕張メッセ
国際会議場）

（２３）�矢木雅敏、影井康弘、松山顕之；「����
プラズマにおける逃走電子軌道損失の
数値シミュレーション研究」　第９回核
融合エネルギー連合講演会（２０１２年６
月、神戸国際会議場）

（２４）�松村義正、羽角博康、富山栄治、山岸孝
輝、井上孝洋、井上俊介、南一生、大島
慶一郎；「非静力学モデルによる海洋微
小スケールプロセスシミュレーション」�
京コンピュータ・シンポジウム２０１２
（２０１２年６月、神戸大学）

（２５）�飯塚幹夫、立木昌、中村壽；「テラヘル
ツ発振超伝導素子に関する大規模シ
ミュレーション」　第１０回地球シミュレ
ータシンポジュウム（２０１２年８月、海洋
研究開発機構横浜研究所）

（２６）�手島正吾；「地球シミュレータの大規模
シミュレーションを活用したナノ炭素
の新奇物性・構造の発見とそれらの応用
性について」　第１０回地球シミュレータ
シンポジウム（２０１２年８月、海洋研究開
発機構横浜研究所）
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日本学術会議主催学術フォーラム「デー
タと発見　－����������	
����
���
�
�
�������	
」（２０１２年９月、日本学術会議
講堂）

（２８）�中村賢、志澤由久、手島正吾、富山栄
治、飯塚幹夫、中村壽；「スレーター型
軌道による有限温度����法の開発」　
日本物理学会秋季大会（２０１２年９月、横
浜国立大学）

（２９）�飯塚幹夫、中村壽、立木昌；「固有ジョ
セフソンプラズマの素子端面からの放
射モデル（６）」　第７３回応用物理学会学
術講演会（２０１２年９月、愛媛大学・松山
大学）．

（３０）�荒川隆、井上孝洋、佐藤正樹；「全球大
気モデル�����と海洋大循環モデル
����の結合」　気象学会秋季大会
（２０１２年１０月、北海道大学）

（３１）�徳永旭将、稲津大祐、伊藤喜宏、日野亮
太、中村和幸；「独立成分分析を用いた
海底圧力観測記録からの鉛直地殻変動
の抽出」　日本測地学会第１１８回講演会
（２０１２年１０月、仙台市福祉プラザふれあ
いホール）

（３２）�中村賢、荒木拓海、手島正吾、宮本善
之、中村壽；「カーボンナノチューブの
特性に関する大規模シミュレーション」�
平成２４年度地球シミュレータ利用報告
会　（２０１３年１月、地球シミュレータセ
ンター）

（３３）�飯塚幹夫、中村壽、立木昌；「テラヘル
ツ発振超伝導素子に関する大規模シ
ミュレーション」　平成２４年度地球シ
ミュレータ利用報告会（２０１３年１月、地
球シミュレータセンター）

（３４）�寺井優晃、富山栄治、村井均、濱田信
次、井上俊介、黒田明義、長谷川幸弘、
南一生、横川三津夫；「�������コードの
チューニング支援ツール�������の開
発」２０１３年ハイパフォーマンスコンピュ
ーティングと計算科学シンポジウム
（����２０１３）（２０１３年１月、東京工業大
学）

（３５）�松山顕之、矢木雅敏、影井康弘；「トカ
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マクディスラプション時に発生する逃
走電子に対する磁場揺動の影響」　第６８
回日本物理学会年次大会（２０１３年３月、
広島大学）

（３６）�中村賢、手島正吾、上村典子、近藤恒、
荒木拓海、飯塚幹夫、中村壽；「電子相
関を考慮した有限温度����法の開発」
　第６８回日本物理学会年次大会（２０１３年
３月、広島大学）

（３７）�荒木拓海、手島正吾、中村壽、遠藤守
信；「様々な環境中における���の��吸
着能力」　第６０回応用物理学会春季学術
講演会（２０１３年３月、神奈川工科大学）

（３８）�飯塚幹夫、中村壽、立木昌；「固有ジョ
セフソンプラズマの素子端面からの放
射モデル（６）」　第６０回応用物理学会春
季学術講演会（２０１３年３月、神奈川工科
大学）

（３９）�中村優美、大家義登、徳永旭将、中村和
幸、池田幸太；「���によるドラム演奏
データからのグルーヴ感抽出」　第８回
日本感性工学会春季大会（２０１３年３月、
北九州国際会議場）

（４０）�荒川隆、井上孝洋、佐藤正樹；「結合ラ
イブラリ����を用いた大気モデル
�����と海洋モデル����の錬成シ
ミュレーション」　情報処理学会全国大
会（２０１３年３月、東北大学）

（４１）�徳永旭将、稲津大祐、伊藤喜宏、日野亮
太、中村和幸；「独立成分分析を用いた
海底圧力観測記録からの鉛直地殻変動
の抽出」　スロー地震合同研究会（２０１３
年３月、東京大学地震研究所）

（４２）�����；研究展示「有限温度����法の
開発」　��������	
�����　（２０１３年１
月、東京ビッグサイト）


